
浅海柑殖試験

モガイ生息状況調査

モガイの生態調査の一環として前年度｛て引続き堺港沖合の生息状況｛てついて調査した。

調査方法

t 調査区域

堺港防波堤外域で大和川から石津川に至る区域（第 1図）

2. 使用漁具

(1）小型底びき絹（石桁網） 桁の形状は次のと :t~ .！） である。

使用業者 砂 用 泥

↓ ← 1.oom，桁巾一一一ぅ ↓← 1.01m 

0氏操業用If: I 1 I I J1¥ ti 3 4 * 

用

I I I I爪の間隔・2.fm 't 爪の間隔L8～U

cm 
↓←一一 1.02

C'/ll 工操吋 111fl\0ru1~z.fm I f 爪の間隔2.5

網の目 8節

(2) ドレツヂ（新野式〉

口巾 3acrz ' 高さ旦 5cm ' 全長45cm ' 重量3OK9 

(3) ジヨレン

-77ー



大阪港
堺港沖モガイ詞査地点＼第 H]

o soo Loodn 

-78ー

＼ 
＼ 

＼ 、
＼ 、

¥ 

¥ 
f、 1

f 、』ー～J’

, 1on+ 
＼ 、

N
f
l
下！



貝とり部巾 33cm ' 奥行30 , 爪数7

(4）曳杭距離

石桁網

ドレツヂ

ジヨレγ

3. 操業

SO Om 

5 (l抗

t65m」 4.9 5 vi• ( 0. 5坪～ t5坪）

石桁網で第1図の G七を曳網したのであるれ予じめ投網及び揚絹地点を標示する浮標を

置き、試験船r~うさぎb Jが定方向lて定速度でぬ船を誘導せしめた。底質｛てよ b桁を砂舟と

泥用とを使い分けたがとの両者の漁獲比の差tt左いものとみ在すととにし叉作業能率上二漁

船をして採捕に当たらしめたが両者間の功拙も民タ槻して検討を加えるととにした。漁獲物

は船上で生貝、死具に分け生貝の重量を秤盆し、その一部又は全部を個体測定用に供した。

生息量の推定については、石桁絹の爪の間隔によb貝の大きさが選択をうけるとと、文桁

カ守k中ではねることがあるので、浅い所はジヨレンを深い所仕ド Vツヂを使用し石桁網との

漁獲比を求めるとと忙した。

結果

t :tfil:7弘底質

調査範囲は堺港防波堤の西方、大和川沖から南に下がって石津川の沖に至る沖合約2000

mの問であるれ水深は防波堤外は5～7m、南部の出島沖は3～6m，と浅く在っている。

との一帯は大体砂泥質であるが使用漁具からみると大和JII寄と石津川寄は砂質が多〈、中央

部E、工V 列附近ほ泥深いとみられる。

2. 漁獲組成

石桁網Kよる漁獲物の概要として生貝と死只の比率をみると第1表。如〈、 工、 L E、

抑止土生貝泊むた体%～73であるK対しN、v、百と南K左右と%～Yと死只が多〈在っているo
10 

モガイ以外の貝としてカカミガイ（方言モチガヒ）バイ、アカガイ、オキアサリ等がみられ

たが畳lては問題にならをい。

モガイの殺長別個体数及び重量の分布状況を第 2表から各列の平均でみると次表のと i,~9 

である。

． 
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so o ma 当漁獲丑 i 設長別侶数忽成 設長男fJ重量soo・m当
列ー

個数 重 量 !2tf愉 2ト:.35°'3o-45;;z 451t.J..上36lll対 3tfi7以上｜

工 5 7 1 0 3 8~ t 6事 6,  2-f, of; 3! 

]( 1 0 3 1 4 6 1 s 8 66 2 1 9 3 • S 3 1 

1:[ 3 1 5 3. 4 9 5 s 11 n 7 2 8 6 3 • 2 1 4 

IV 4 2 7 4 3 7 S 9 1 6 7 1 4 SO 9 4 3 3 5 ．． 
V 3 0 8 2. 8 9 9 8 1 S 7 2 3 5・2 2 5 4 , 

百 1 I 9 1 .・ 46 6 ー IO 8 7 6 3 I 4 0 3 

イ間体数については大和川寄bの第I列が少をいが4oc:a以上の大きい貝の生息する率は高

〈、南に下るK従い4ocm以上の貝の組成は低〈在っている。最も多い区域はE～V列で中

でむV列がi改多生息tl減と在っている。各列の岸と沖との状況は工、亙列は平均して生息し

てなD、瓦 R人 V列は中央部が多〈、第6現11：土中央部はやや少左〈対3合の生息が多い。

500w当の潟獲泣の介布を殻長3ocmを堺lて介けて各地点をみると 3ocm以上の只はfr

的』ても第IV列K最も多く、大和川寄が一番少左〈次いで石津川沖とをっている。即ちm_IV 

列士阿端からみると 5～ 5f音色息していることに左る。 30 C1ll以下のものも大体とれと同じ

傾向であるが個数組成でみられた如〈南に下ったV、百列（〈多いととになっている。

3. 水深男l脈獲量

工～可否吻：との附近の主漁場であb水深は 3m，～ 7m，の処であるれその沖合 1Omの問

をst 5 4～5 7と適宜万桁網をひき、単位面積当Dの漁獲量を水深月ui-c比較した治え次表

の如〈鮫長3cm以上の個体は大体5～6抗のお所に品、いて最も多〈分布し、それよ b沖合又

はお岸には少ない。 3cm以下の個体は浅い所

に多〈、水深治社首すに従い少在〈在っている。
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4，漁貝男l燃獲率

採貝rm只はその務造、操業の方法陀よってそれぞれ潟獲量lて相違があるので、前記のジヨ

レγ、石桁紙 ドレツヂの三種について漁獲状況を次の如き考えのもとにドレツヂを基準と

して二組づっ同一場所で並行して操業してみた。

0 ジヨレン 極めて小さい稚貝を除いては大体1かきで充介取り得るので貝の生息廷

が凡そっかめる。但し浅い所でしかでき在い。

0 石桁網 爪の間隔が 25r.?m位であるから 30mm以上の販売に適する成員が主と左

って撰択潟獲される治人えい航中桁がはねるので成貝の．生息笠を知る上lては不充分であ

る。

0 ドレツヂ 敏びきの鉄製ドレツヂで泥をかき込むので稚具、成貝全部入る。但し泥

がつきる恐れがあるので適当をえい杭蹴生をきめる必要があるσ 海が深〈てジヨレγを

使用できまい場所での生息誌を知る上に役立つであろう。

以上のもとに試験操業した結果は第3表である。とれによるとジヨレγが最もよぐとれ4

次いで石桁網となってj:_,,9、 ドレツ丹羽狩K反して漁獲が齢、。とれば無意味左えい航を

続けたが或いは採貝irct士不透を構造とも考えられる。勿論同一お所で並行して操業｛士した

が貝の生息が必ずしも平均してい左いし、 ドレツヂを使用するKしでも大きさにもよるが詞

査方法についてはなほ工夫を要するものがある。以上の如〈ドレツヂの漁獲について検討を

要するものがある治人三漁具の漁獲比率をとってみると次のようKなるo

ドレツヂ 石桁網

0.8 

0.1 

5.貝の大きと重量との関係

1. 2 

o. 13 

ジヨレソ

9 

般長（L），殻高（H），殻巾（W）と重立（Wg) との関係について、設長15mmから

5 0仰の問で 1mmの大きさ毎ti(1 0箇（但し殻長の小さい部分と大きい部分は 10笛K満た

なかった）の平均を出して図示したのが図 1• 2である。

（担当宮本勝併，高橋毅，時間博，吉田俊一，山本窓史，佐回東和式a
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第 1：表 漁獲の状況

' m，獲物（生貝）石桁絹
生貝 個体測定量

列 地点 モガイ 混獲物
の

オキア月協霊気 桁の巾 モチ労ユイパ ィ！アカカルfサ 。比率 伺 数 亙 最
c:n 

I. 11? 6t 1 • 7 1{ 5 3 砂用 1 0 2 一 一 一 l 1 3 
3 9 泥用 I O 7 I • 2 2 9 0. ,1{7- 一 一 5 0 6 2 1. 2 2 9 
4 0 砂用 I O 2 6 5 3 一 3ケ 一 5 0 3 5 6 5 2 
4 I 。 l O 0 I • 5 5 7 一 (lJK; ー 一 3 0 9 0 I • 5 5 7 

I 4 2 ’〉 I O 2 8 9 3 5ケ 一 一 30 4 7 8 9 3 
4 7 ，， I O O 4 9 8 一 一 一 8ケ 3 0 3 2 no 
4 8 ~ l O 2 I . 5 1 5 一 2ケ 一 I Oケ 5 0 7 4 I • 5 1 5 
4 9 ~ I O 0 6 I 3 一 2ケ 一 2 0 3 I 6 1 3 
5 0 ク I O 2 8 3 5 一 一 一 3 0 4 3 8 3 5 
3 7 一 一 一 一 一 ー 一 一 一 一
3 8 砂用 I O 2 2 . 6 6 0 一 一 2ケ 5 0 2 3 3 2. 6 6 0 
4 3 ~ 1 0 0 I • 3 8 7 一 JKi 一 一 30 1 I 3 I • 3 8 7 

Jr 4 4 ク I O 2 1. 2 0 1 一 iヶ 一 一 2 5 7 9 1 • 3 0 1 
4 5 ベP 1 0 0 2 • 1 5 2 一 ー 一 3 0 1 5 6 2 • 1 5 2 
4 6 ~ 1 O 2 1 • I O 2 ー 2ケ 一 一 2 0 7 4 I • I O 2 
5 1 今 l O 0 1. I 7 8 3ケ 一 ！ヶ 不明 5 5 1 • 1 7 8 
5 2 今 l O 2 6 6 0 一 2ケノ 3ケ 2ケ 3 0 3 1 6 6 0 
2 1 砂斤j IO 0 3 . 9 8 0 Q.7K.$ 一 ー 一 5 0 3 8 2 3. 9 8 0 
2 2 ，〉 I O 2 l 0ケ 一 50 7 9 9 1 2 
2 3 泥 f日 l O 7 l . 4 3 8 一 5ケ 一 ー 3 0 1 I 7 l. 43 8 
2 4 砂 m I O 2 9 • 0 0 0 一 3ケ 一 一 30 6 7 9 45 

]I 2 9 泥 JTJ I O 7 7 • 5 0 0 一 一 一 3 0 3 34 2. 9 9 2 
3 0 ~ I O 2 1. I 5 5 一 一 一 lヶ 3 0 9 9 I • 1 5 5 
3 I ~ ! 0 7 6 • 0 0 0 ー ：ヶ 3 6 2 6 9 3. 0 42 
3 2 。 1 0 2 1. 7 6 6 iヶ 1ヶ iヶ 25 1 2 3 ! • 7 6 6 
3 6 砂月j 1 0 2 9 6 3 一 2ヶ 2 0 54 9 7 l 
I 9 砂月j IO O 4 2 8 ω巧 I.JK; ー 一 1 2 34 4 2 8 
2 0 ，ク 1 0.2 9 6 6 一 11ケ 一 8 1 I I 9 6 6 
2 5 泥用 I O 7 L34 l 一 一 一 3ケ 2 S 3 6 5 4. 34 I 

IV 2 6 砂川 I O 2 9.600 ー 5ヶ 3ケ 一 25 9 7 9 3 6 
2 7 i尼 m 1 0 7 7 • 0 O 0 QJK.? 一 2 5 305 2 • 9 0 5 
2 8 石少 F日 1 0 2 8 • 5 0 0 一 一 3ケ 2 5 8 3 8 1 2 

I O 7 6. 2 0 0 ・－ 3ケ 2 5 2 5 6 2. 7 5 8 
l O 2 2. 0 42 一 iヶ ！ヶ ! 6 1 6 7 2 • 0 4 2 

3 5 // 1 0 7 I • 9 O 5 2ケ 3ケ 1 0 1 6 S 1. 9 0 S ． 

q
，ι
 

no 



石桁網 撚獲物倒 ｜回 i 飽何回｜

現j地点 そブfイ P’笠一 物 の

！刊バイア側約 lt事例数選ヲ月吃準額 桁の巾
C宮1

3/  8 叫一ー－ ? l S 3 砂 用 1 0 0 
． 

2 今 1 0 2 6 • 7 0 0 一 一 3 0 7 0 8 S 8 

7 -'/ l O 0 782 1ヶ 5ヶ 一 7 3 7 8 2 

8 。 l O 2 2 • 9 0 0 一 ー 一 1 4 9 2 6 3 6 

V 9 -'/ 1 0 0 l • 6 44 一 1 0 1 4 1 l • 6 4 4 

1 0 -'/ 1 0 2 3 • ti O 0 一 一 一 一 2 0 8 8 8 1 3 

1 5 ~ 1 0 0 3 • 2 0 0 一 少し 一 I 0 5 2 9 2 • 7 7 8 

1 6 』〉 l O 2 5 • 5 0 0 一 一 2 5 9 0 9 2 9 

！？ I'/ l O 0 l • 4 7 5 6ケ 一 ー I 0 l 3 7 l • 4 7 5 

1 8 泥用 102 3 • 5 0 0 一 I 6 6 8 8 8 7 

3 砂用 l O 0 2 2 4 o.JiK,i 一 20 1 6 2 2 4 

4 ク l O 2 5 • 4 0 0 一 一 一 1 7 8 3 958 

5 ~ 1 0 0 2 9 0 一 一 7 0 2 J 290 

百 6 
。

I O 2 1 • 0 0 0 ー 一 一 一 2 5 6 6 7 1 8 

1 1 -'/ 1 0 0 7 S 0 lヶ 8ケ 一 一 7 3 750 

I 2 -'/ I O 2 1 • 0 0 0 一 一 一 6 3 9 l • 5 1 2 

1 3 今 1 0 0 1 • 2 5 0 ！ヶ 6ケ 一 一 7 1 0 4 2 5 0 

1 4 I'/ 1 0 2 2 • 0 0 0 一 2ケ， 一 9 3 8 6 3 0 

第 2表 地区別個数、重立組成

,, 

現j地点 soom•当漁獲立 個 数 組 成 重立組成sooma当
個 数 重 設 ~~‘ ¢払~o 2ト..30 30’斗O40:mP.J..上 3 oc場 翁 3 OC地L上ιu”め刊問

5 3 1 l O 1. 7 3~ 
% % 

1f 
<fb 

1? 
?-

1. 6 S矛9 

3 9 5 7 1. 1 4 8 3 3 5 5 3 9 1. 1 J 7 

4 0 34 6 4 0 6 0 40 一 640 

4 I 9 0 1 • 5 5 7 4 I 0 6 4 2 2 8 3 1 • 4 7 4 

I 4 2 4 6 8 7 5 6 7 4 2 0 34 8 4 1 

4 7 3 2 4 5 0 9 1 5 7 0 6 5 448 

4 8 7 2 !. 48 5 4 6 0 36 2 5 1 • 4 6 0 

4 9 3 1 6 1 3 6 6 8 2 6 2 0 5 9 3 

5 0 4 2 8 1 9 s 70 2 5 2 8 1 7 

平 均 5 7 ! . 0 3 8 2 6 6 6 2 6 3 3 I • 0 0 7 

3 8 2 2 5 2. 6 0 6 2 6 8 9 3 I l 5 2. 49 1 

4 3 1 1 3 1. 3 8 7 2 6 8 S 2 I 4 l 1 7 1. 2 7 0 

4 4 7 7 1. 1 7 7 5 7 6 I 9 3 4 1. 143 

J[ 4 5 1 S 6 2 • ! 5 2 4 1 7 7 3 6 225 1.928 

4 6 7 2 l • 0 8 2 8 4 7 

~ u: S 1 5 S 1. 1 7 8 2 4 5 5 3 4 1 . l 7 5 

52 30 6 4 7 1 0 4 5 4 5 90 1.681 

平 均 1 O 3 I. 461 8 I 6 6 2 l 9 3 i I • 5るiI 
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地点
50 0 7ll＇当潟獲立 個数組成 Z主任組成 500が当
個数！室立 脅議1≪.む0 2NO 3NO 4飢 30cm未満 3QCi,'l以上

? % ¢ 
1係4 sf % ? ? 

2 I 3 8 2 3. 9 8 0 3 2 6 2 3 . 7 8 I 
2 2 9 5 8 9 4 4 9 5 1 2 8 8 2 
2 3 1 0 7 1 • 3 3 8 4 8 8 5 3 4 0 1 • 2 9 8 

II 2 4 6 2 4 8 • 8 2 0 7 9 3 4 2 0 8 • 4 0 0 
2 9 7 7 9 7. 0 0 5 2 2 1 9 5 9 1 • 2 2 1 5 • 7 8 4 
3 0 9 5 1. 1 3 2 2 1 2 8 6 88 1. 0 44 
3 1 5 8 4 5 • 6 0 7 9 1 I 7 8 3 4 0 S • 2 6 7 
3 2 I 1 9 I. 7 3 0 1 8 4 9 3 1 I 6 S l • 5 6 0 
3 6 5 2 9 43 5 6 5 3 0 2 9 9 1 2 

平 均 3 1 5 3 • 4 9 5 s 1 1 7 7 7 2 8 6 3. 2 1 4 
I 9 34 42 8 9 0 2 6 4 0 2 
2 0 1 0 8 9 4 6 2 7 7 3 9 4 6 
2 5 3 3 7 4. 0 3 7 3 9 8 7 2 8 0 3. 7 5 7 
2 6 9 7 8 9 • 4 0 8 4 1 8 7 7 7 2 3 8 • 6 8 5 

IV 2 7 6 8 5 6. 5 4 5 1 0 ・16 7 3 730 5 • 8 I 5 
2 8 8 5 0 8. 3 3 0 6 1 8 7 6 8 4 0 7 • 4 9 0 
3 3 536 5 . 7 9 7 ？ I 9 6 9 5 7 0 5 • 2 2 7 
34 I 6 3 2. 0 0 1 1 8 2 3 4 5 1 4 2 4 7 1. 7 5 4 
3 5 1 5 3 1. 7 7 l 3 0 9 4 8 I 3 2 2 0 1 • S 5 2 

平 均 4 2 7 4. 3 7 5 9 1 6 7 1 4 SO 9 4 • 3 3 5 
1 5 3 2 8 6 7 2 6 I 5 5 I 7 3 

2 5 34 6 • 5 6 6 3 9 3 1 0 0 6 . 4 6 6 
7 7 3 7 8 2 3 9 0 6 7 7 0 
8 4 0 8 2 • 8 4 2 1 9 20 5 8 3 3 2 0 2 • 5 2 2 

1 4 1 1 • 6 4 4 1 6 8 0 4 ! 6 6 I . 4 7 8 
V i-o 3 9 0 3. 3 3 2 7 l 8 7 4 I 3 2 2 3 . 0 1 0 

I 5 6 0 7 3 • 2 0 0 8 3 2 3 0 2 6 4 I • 9 3 6 
! 6 5 ? 4 S • 3 9 0 7 I 8 7 4 7 7 7 4 • 6 1 3 
~ 7 1 3 7 1. 47 S I 0 2 S 6 5 3 0 5 1 • I 7 0 
1 8 2 6 0 3 • 4 3 0 4 9 I ヲ 9 8 3 • 3 3 2 

平 均 3 0 8 2 • 8 9 9 8 I 5 7 2 5 3 5 2 2 • 5 4 7 
3 1 6 2 2 4 1 9 8 1 2 4 2 0 0 
4 4 5 7 5 • 2 9 2 7 8 7 6 1 3 8 S . 1 5 4 
5 2 3 2 9 0 9 9 I 2 0 2 7 0 

百 6 8 9 9 8 O 1 O 9 0 8 2 8 9 8 
1 I 1 3 7 5 0 9 9 0 4 5 7 0 5 
1 2 7 2 9 8 0 8 8 4 8 3 8 9 4 2 
l 3 l O 4 l • 2 5 0 1 0 8 7 3 9 2 ム. l 5 8 
l 4 l 1 7 1. 9 6 0 8 8 1 6 3 1. 8 9 7 

平 均 1 1 9 1. 4 6 6 l 0 8 7 3 6 3 l. 4 0 3 
一

A『円。



第 3表 ？魚貝別漁獲高

(1) ジヨレγ とドレツヂ

漁 地 点 S℃. 1-a St.Lb S七.Le  日℃.1-d 

一一

具 操業面積 4 • 9 sm• 3 • 311t! 3. JW 1 • 6 5勿’

ジ
モガイ 350? 112? s s sf 5 7 ff 

ヨ その他 9 0 2 3 7 6 2 1 3 

レ 4 4 0 34 9 9 2 0 7 0 

ユ／
仇p 8 1 1 0 5 2 7 8 4 2 

操業面和 ×え桁い巾航-Jato: 同右 同右 同右

ド モ－ガイ 1 l 3 6 43 7 8 68 

1ノ
その他 49 l 3 64 9 

ツ

ヂ
三十 l 6 2 6 5 2 9 l l 3 2 

号／m 9 34 5 7 

(2）石桁網とドレツヂ

漁
地 点 S七.1 S七.2 S七.4 S℃. l 2 S℃. 2 6 

兵 操業面積 桁×え巾か1税00却C叫0.. 1102 
102 102 1'00 

×500 ×500 ×500 ×500 

モガイ 3 2 8 6.700 S .400 1. 000 9.600 

石
その他 640 一 120 309 一

桁
962 6. 700 5.520 1.309 9.600 

網

~w 2 13 11 3 19 

操業面積
×3s8t::Z 

同右 同右 同右 同右

ド モカ．イ 9 0 2 210 122 61 26 

I/ 

その他 I 3 5 一 46 20 ~ 

ツ

ヂ 計 1 0 3 7 210 168 81 30 

%， 1 4 11 9 4 2 
．， 

一弓5ー



阿

国

国

M

日

長

さ

ω

30 

20 

10 

0 20 30 40？重さ
図 1 貝の毅長、殻高、殻巾と室長の関係仔）

u 

12 

ロ

1.0 
u 
ロ

US LO 
図 2 向上｛ロ）

-86-

LS工Df!,＼電



モガイ人工採苦試験

前年度モガイ人工採苗試験を大関守北部お岸の大阪港附近、堺港附近、水産試験坊主銑及び泉

大津港附近で実施したれとのうち水産試駒l1地先及び泉大津港北部員蹴は他の主臓に上様して

附着成績が良かったので、本年度はとの二割減を選定し採苗器の改良及び採苗器設置方法左どを

検討して実施し、次の結果を得た。

試験方法

1 試験地

第 1図

両試験地略図

2.採苗方法

＼パ ( 1）大阪府泉郡高石町羽衣水

試地先

(2）泉大津市小松岡T 泉大津

港北方

シダマプシ採苗器を孟宗竹（長さ 5m、回り 25cm）を支柱忙して前記試験場所にお、いて

第 2図の如〈設底し、 7月中旬よ 91 0月下旬まで次のjifi!J採商を突S包した。
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係官i設置略図第2図
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シゲマブン
採苗器

レンガ

I I 
I I 
11 
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採苗器垂下及び取坊時期

水産試験お地先 泉大洋地先

試料呑号 垂下月日 取揚月日 試料番号 霊下月日 取揚月日
ー

7 月・ 1 6 日 8 月・ I 6 日 7 月・ 1 6 日 8号i13 S 3 0 I 工・ 30・1

s I 5 1 8・ 8・16 工・ 15・1 8・ 8・l6 

s.30.2 9・ 1 I・30・2 8・ 9・

s. 1 5. 2 8・l6 9・ 1 I・l5・2 8・16 9・

s.Jo.J 8・16 9・19 I・30・3 8・16 9・19 

s. 15.3 9・ i 9・19 I・15・3 9・ 9・19 

S • 3 0. 4 9・ 1 1 O・ 3 工・ 30・4 9・ 1 1 O・ 3

s. 1 5. 4 9・19 1 0・ 3 I・I5・4 9・19 1 0・ 3

s. 1 S. S I 0・20 工・ 1 5・5 1 0・ 3 1 0・ 2
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3. 附着数の計数

fJIJ記採苗持活1中 15目、 3 0日間自に取b揚げた採音器を 5ocm毎に切D、その中から

1 ocmを切り取b、その附着実訟を数えた。なほ今回はその他の雑貝については数え左か

った。

4. 海況観l1J.!J

各試験実施り所K沿いて摘時水温及び比重の観測を行った。

5. 成具の成熟度調査

6月よ 1J1 0月まで各月 1回あて水試沖合漁場の成貝採苗をお石漁協｛〈依頼し、との 5

0個につきその生殖質について調査した。

試験結果

t モガイ成只の成熟度状況

第2表成熟度%

採集月日
成熟商務委
成熟 未成熟

6 4 9 

7 5 0 。
8 4 4 6 

9 一 一

1 0 。so I 

2. モガイの附着状況

成熟
皮係

98 

100 

88 

一

。

生殖質の成熟度については第 2表の如（ 6月は

98%がすでに成熟し、 7月｛ては試験50個全部

が成熟していた。 8月K在って88%と成熟度が

低下し、 9月同采5島都合で調査が出来在かった

が 10月に入って生獄質の成；母、しているものを認

めなかった。従ってふ 7月が故成熟期と云える。

ます時期月｜附着状況は第5表、第5図に示した如く泉大津お銑試験地では7月 16日～

8月 16日（工 3 0 1）のものが採苗期間中で最も多く－1}Jあた.！） 62,500粒で、

水試地先の採首成演も合せた全体の 43稀であった。 8月 1日～ 8月 16 (I.15.1.) 

のものほー房あたり附着数 15,000粒（附活率 18%）で、前のお合よ b滋少し、 8月

1Eト？月 1日σ30.2のもαr.t7, so o粒で附苅比率は吏；こ3婦と波じてい戸こ0 8月 16日～

？月 1日（工 1 5 2)では 20 0で附若比率i::0.2%と在った。 8月 16日～？月 16日（工．

3 0 3）のものでは最も少在い。それ以降も採首を続けたが附苅仔艮を認めることができ

在かった。
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会t3表 モガイ垂直的附着状況

1三毒
泉大津地先 71<試地先

工.JO) I)S.1 工.30.2 工.I 5 .2 工.JO.J s.1s.1 s.1s.2 工.I5 .3 

7月-16日明ー1日 8月ー16日 U子16日明ー16日 明一i日 8月ー16日 9月一1日
8-16 8-16 9-1 9-1 9-16 8-16 9-1 9-19 

om ～0 s11 2,250 2,670 180 23 20 7 280 90 35 

0 5～l • 0 3,510 3,050 750 30 15 9,600 290 34 

0～！ 7,780 2,650 850 16 15 9,600 170 225 ． ． 

5～2 0 16,120 l, 530 350 66 15 6,920 240 76 ． 

2 0～2 5 17,040 3,080 1,060 40 20 7,200 320 76 

2 5～3 0 15,800 2,520 1,410 21 15 7,100 240 4 

計 62,500 15,500 4,700 196 100 47,500 1,350 4 so 

附活比率% 43 0 18 0 3 0 0 .2 0 1 30 0 1 3 0 4 

水産試l~揚地先のものについてみると 8 月 1 日～ 8月 1 6 cs • 1 5 • 1)のものはー房

当b附活教が 48,000粒の多くを数え、附着比率は 30%で泉大洋地先の 7月 16日～ 8月

1 6日のものに次〈・量であった。 8月 16日～ 9月 1日（S 1 5 • 2）についてはし35.'J

粒と減少し附着比率も 1.3 %であった。左ほ30日間垂下した採苗器ば台風左どの被害のた

め全部破損流失した。

泉大洋地先では 7月 16日～8月 16日、 7k試地先では8月 1日～ 8月 16日のものが最

も成績がよい。前年度は準備の都合で8月上旬（て開始したが8月上旬陀入れたものの成績が

良〈遅〈垂下したものが悪いととと同じ傾向である。との時期は生殖線の熟度からみて附着

時期け.7月 16日～ 8月 16日が盛期とみられる。

つぎに水深別附着状況についてみれば第5図に図示した如〈、河試験地に字、いては表、中、

底層（ 0～ 3 m）の差が特に認められず表Mから底貯まで全般的K附着していた。

海況については水試地先の定民鋭測から採苗期間中の水温、比重をみると水温は 6月下旬

は 20～2 5・c、 7、 8月は 25～3 0℃であb、比遣は降雨民よって大きく影響するが大
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（第4図）体 1.0 0 0 2 2～1.00024附迂である。

モガイの産卵が7k混の急激在低下による刺激と云われている7～8月を附治則と三考えて、

7月22～2 3日頃の＊混低下が主因と考えられる。とと及び浮泌沼間を 2週間とすれば、

然しどの程度。水温低下が産卵を促進するものであるか明確で在いので寸分に云われ左い
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が、若し産卵を促進すろ止すれば6月下旬たも顕著左7k混の降下があるので 7月 16日以前

についても惑かめる必安があゐし又、水f;lo状況を観察して、降下をnめた上採苗器を設監

する掛川 タ易保的と考えられる。

比重は附着庖に関係するものと推定されるものであるが設置場所の表 助kは第5• 6図

の如くあま b差がみられまいととと考えて、

れ左い。

前記。如〈滋密在附完？周が現われ宏いのかも知

24 .oo 
23.00 

22. 00 

21.00 

20.00・－

19.00 

18.00 

24.00 

23. 00 

22.00 

21. 00 

20.00 

19.00 

18.00 

←－表層＊

•----..底層7.K

，，・＇ ..，＂.，.、、、
””＼，’、‘

．，， 、、 ，’， 、、，－－・ー－・、
＼ ’ K、
＼，’，ry、
、 ，ノ’句、
＼／／、
・ー－ーー＿.. - / 、

6・24 

月日
7・9

第 5図

泉大津地先

試験場泊先

7 • 16 7•24 7・30 8・5 8・13

調査期間中 !t::t:,，ける比重

-'Iろー

9・ 19 

品

－ 

も

10・3



表層水

／生 ／ バノ＼、＼’一一底問水
28.0 

27.0 

2 6.0 

25.0 

24.0 

23.0 

22.0 
J’ 

泉大津賀銑

20.0 

29 :o 
，，...＿ーー吋’

， 、28.0 -
I 

＼＼ ＼ 

27.0 -
， 
， ， 、

’－ 、そ2 6. 0 - 、、、，， 、.
＼ 2 s. 0・ 、、：

、J
24.0 

23;0 

22. 0 

21.0 

試験場地先

百一品

6・24 7・9 7・16 7・24 7・30 8・S 8・13 ・9・19 10・3
月日

第 6図 調査期間中 lて与、ける水混

6句

(1）大阪湾北部泊岸に主、けるモガイの稚貝の生態のうち附着状況を明かにし、人工採苗につい

ての基礎試料を得るための試験を実践した。

(2）モガイ生殖質の成熟度は 7月がiu日で 8月以降ほしだいに低下い産卵も 7月中旬が最高

と推察された。

(3) 附着ガミ況よ bして最も多〈附法ナる時期は 7月中旬から 8月中旬までの一ヶ月であった。

4
 

nγ 



(4）採苗成績は附楚数より両試験地のうち特に泉大津試E紙切：良好であった。附着府について

は濃密府が認められをかった。

（担当佐図束手吠）

参芳文献

1) 日下部台次郎：・モガイとその増殖、水産増殖 AG:6. 1 9 5 4. 

2) 島根県水試中海分場：中海に事、けるそガイの人工採首に関する研究 1 9 5 8. 

3) 吉田裕：浅海産有用二枚貝の稚仔の研究水鶏研究報告 VOL 13 . .，｛~t 別冊 1 953 

-95-



海苔養殖試験

今日空で府下お岸Kは海苔漁湯としてみるべきものはをいが、最近海苔設殖技術の進歩l群っ

て各地｛亡事、いて未利用漁拐の開拓が続樹ヲ！て推進されている状況｛〈あD、本／Afiα、いてもとれがr

？ね開発の可否につき検討のため予備引て試験を行った。

試験方法

1. 試験地

試験抗次の2ヵ所に£、いて実施した。

試験地

A 

B 

2. 試験方法

お 所

泉北部高石町羽衣地先（水産試験場地知

泉市郡 l叩！吋淡輪地先（泉崎港内）

兵庫県赤Z弘和歌山県和歌浦で種付けしたクレモナ絹築及びコイル・ヤーン網築を次の

と合bi立込んだ。 （第 1表、第 1• 2図）

第 1表 絹築の種類と妓込枚数

道ト竺~寸墜き2 羽 衣 淡輪 さ己ムI 

赤穂（天然採苗） 1 0枚 一枚 1 0 

クレモナ網筏

和歌浦（ // 8 1 0 

コイノレ・ヤーγ網撰 赤穂（人工採苗〉 3 4 

言十 2 1 3 2 4 
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第 1図 詑設の略図
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第 2図 羽衣試験地見取図

ots 
I I ‘ 

N 

「

水
産

試

験

窃

（’詰：） i}llj~は 33 年 1 0月23日（満潮時、潮位 63cm) 
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誌段経過

t 試験中の海況及び気象

試験期間（ 3 3年 11月～ 34年5月）中の海況及び気象は次のとi,-.9であった。 （第

3、 4、 5、 6図〉。

( 1）水温及び比重

第5図 7.K混及び比重（旬別平均）

25 

氏 、， 、メ・・メ..'I(--K』』〆’同ダ～メ・4
〆

比 重

·c• ド九／，唱＼ A I ¥ , 
比

20 

水Ji
~ ¥.--" 

L= 目5

一一・一羽衣

ー一－）（－－－－淡輪

混

10 

s 

(2）波浪

7k 混

＼ぺ

上中下上中下上中下上中 下キ中三
」－－.，－－－ －－－－』＿...，，.－－下---,.r-←

11月 12月 i月 2月 3月

（註）羽衣は水試の定位観測（午前9時）によるo

淡輪は漁協組の観ffl1Hてよる。

羽衣地先[ft:j託ける記録のみ（毎日午前 9時の定置観測のま己努むをと bまとめた。

（以下風向、風力も同じ）。
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第 4図放浪

圏併圏 2,3 ~ 4,5 国 6じんと

(3）風向及び風力

第 5図 風 向

E 

（注） ｛日制楓状態カ：25%

如何 3 3 :tr 1 1月～ 34年五月
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第 6図 風 力（ピユーフオート毘滋による）

i ~'f Q・5%町〉

~ 4,5 (5.S-J0.7%) 

~ 2,3 (1.6-5.附

図 6以上（10.8姥ほ）

えとな、羽衣地先｛て会いて網野ミ殆んど壊滅に近いまでに破損した 34年 1月5目前後治

風速は次のと卒、b。

月 日 最大平均風速＊

I • 5. ！？～がE

1 • 6. I 5～！？ 

! . 7. 1 2～ 1 5 

I • 8. 1 2～！ s 

2. 経過 の 概 要

最大瞬間風足骨

2 5～3ηfルO色白－円

2 2～2 5 

1 8～2 2 

I 8～2 2 

（註） * 1 D分間の平均

＊＊平均風速の 50%増

(2 077,Y色ec以下のお

合〉として推定

羽衣地先K品、けるfii邑の概要を作業日誌の抜悲で示j』と次のとお、タである。

作業日誌の放翠

年月日 記 事

33.11. 8.…・和政山県紙切iで極付した約笑（以下＠）と略示）を張込

-1〔I1 



年月日 『戸
U

Z
E
臼 事

1 l. 1 9.・・・・・風波精強し（A.比？ 風力 4)

11.21～22.…・・⑧｛〈ゴミω指針、とれを除去

11.26.…兵庫県勢調で種付けした鰍（以下⑧と略示）を張込

1 2. 1.・・・・・風波税強し（風力 4)

12.. 4.・…・＠trcゴミの附着多〈、これを除去

12.10.・・・・・風波強し（風力 5)

12.20～22: ・・・・ 。 （風力4～5)

12.23.…破損状況調査（⑫：⑧リ制

12.24.…ー＠、⑧（人工採苗〉のゴミ除去及び摘採

12.25.…・・⑧のゴミ除去及び修復

34. I. 5～8.… 風蹴し（風速2Oo/s以上）。＠の一部を残して壊滅状態

1 • 9 • ・・・・・⑧を修復、摘採。

LIト19.・・・・・風波強し（民力4～6)

1. 2 7.・・・一網誌を撤収

3. 摘採記録

羽衣却洗に沿いては部分的左摘採しか行わ左かったので、続祭1枚当Dの生産企を評価

するととはでき左かった治人淡輪地先にネ、いては 1月 12日に 88 6枚、 2月25自に 1

02枚〈いずれも赤穂主主人工採苗のもの〉という記録が得られている。参考までにWI問中

の摘採記録をあげると第2表のとなbである。

第 2表 摘－採記録

試験地．
摘採

種 月リ
収量 1帖(10紛 備－ 考

月日 生ノリ！乾ノリ 当D重立

和歌浦 8. l 7Kfl- 2 4 1枚

12.24. 赤穂〈人工採部 0 • 9 8 2 3 
羽衣

和歌浦・赤穏 3 • 1 9 1 2 6 

I. 9. 和歌浦 1 • 5 9 2 9 3 0 

1 3. 9 3 4 1 9 一
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同！｜日Ji 日
極一 月iJ！収 丑！ 1¢瓦10扮

i生ノリ 設ノリ 当り君主E
i詩考

赤種（人工採苗）¥ 3 3 • 9 /P 8 8 6牧 32. fl' 病禁 1枚から摘採

1.12. 2 • 3 3 34 2 6. 7 
和歌川

アオ 0. 8 4 I 1 3 6 • 4 

クロ 2 • 6 2 8 3 

淡輪 1. 21. 和歌山｜

アオ 7 • 4 3 7 3 

赤穂（人工採首） 6. 87 1 0 2 3 7 • S 網羨1枚から摘採

2.25. 
和歌川（クロ） 7 • 9 2 1 0 4 3 7 • 5 

6 1 • 9 1 1,293 

,L.口~ 百T 7 5 • 8 4 I , 7 1 2 

結果（事業化への考察）

持
羽衣指銑に卒、いては、 1月上旬風速20 7fb飢える強風にあい施設を大破したので、事

業化へのはっきタした見通しを得るには至らまかった治人製品の品質は極めて良好であb期

間中の水混比重も養斑と障害とをるものでは左い。しかし季釘頑が強ふためK風波Kよ

る施設の大政と絹~vc塵芥の附若するととかでたきな英語点と在って台 D、百般施設その他の技

街5的左諸問題も数多〈残されているカ入これらの点の解決を得れば海苔潟坊として開発の可

能性はあるものと考える。

淡輪地先｛士黒崎港内のため民波による施設の破損はみられず、 1月中旬まで発育も良好で

-1じるー



あった治えその後ば発育が怒ぐ光沢、色彩等品質もぽ下した。とれば海水中の栄養塩不足が

原因のように考えられるので、水中花胞を検討する必去さがある。

（担当 野中貞・宮本給イ俗

．
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っきいそ効果判定調査

〔I〕魚礁調査

魚礁効果判定調査は昨年度から、魚離さ設！詑箇所中の代表的な 1地区を選ぴ、各種の面か

ら検討することとした瓜本年度も同様の趣旨によりヲ｜続き泉南郡南湖I尾崎地先漁場に

おいて調査した。

調査方法

調査にあたっては、自然的環境、抗議状態などは前年度において詳細な調査を行ったの

で本年度は主として着生生物、集遊魚類の摂飼内容及び漁業状況等に重点をおいて実施し、

魚礁の効果をより明確にすることに努めた。

なお、調査時期及ひで方法を表記すれば次のとおりである。

調査時期 方 法

33年 魚礁設tri~カ所において毎月上旬、水温及び
1～1 2月 海況調査

塩素量を測定する。

潜水によりコ γクリートプロックの沈設状

4 . 1 0月 潜水調査 態、魚類の集遊状況を観察すると共に、着

生生物の採集を行う。

魚礁周辺において刺網を投入し集遊魚の種

7 . 1 0月 漁獲調査 類、数量等を調べ、あわせて漁獲魚類の胃

内容物を採集する。

1 0月 漁業状況調査 漁業協同組合において聞取りを行う。

4～1 1月 漁獲高報告
魚礁利用漁業の出揃日数、魚種別総獲高を

漁業協同組合から報告せしめ集計する。
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調査結果

1. 自然的環境

尾崎台b..先機場に；士、投石、沈船及びコ γクリートプロックによって造成された通称

η中の塚J「地の家」 「御坊の塚Jと呼ばれる3漁樵があり、 32年姥新たに岸寄りに

コγ グリートブロックによる魚礁が設慣きれた〈第1図参照〉

5 
これら周辺 1.2Ki& について調査した結果、海底は大体寸7す百万一程度の緩慢な傾斜

で沖合にのびており、底質は海岸線附近が砂質で、沖合に至るに従って砂媒質のところ

カ珍くなってし、る。

魚礁附近における水温、塩素量の観測結果（毎月上旬実路〉は第2図のとおりである

が、＊混の最も高いのは 9月で表層 27.0、底！習 26.4℃を示し、最も低いのは 2月の

8.7、8.9℃であり、 1、2及び 10、 1 1、 1 2月を除けば表閉が底層より 1～2℃

高めである。

また、比重は 10月の喪府 19.9、底府 18.8を除けば、各月とも大体23～25の

範囲にある。
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第 2図． 水混及び比m-観測結果（毎月上旬〉
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2. 沈設状態

3 2年度に設泣きれたコ γ クリートプロックの話；数は90個で、第 1図に示すように岸

に直角にほぼ1列に沈設されている。

個々のプロックの間隔は 5～5mで、ところによっては 10 m以上離れているものもあ

り、一般に散在判患に沈設され街接したところはみられなし、。またIi付近に投石がないので

「地の塚」などtこ比べて起伏凹凸がとぽしし、。

3. 集遊魚類

7月、 10月の2回魚礁及びその周辺において事lJ網（三枚網及び一枚網〉による漁獲調

査を行ったが、その結果は第2表の 1及び2のとおりである。

これはたまたま羅網状況の悪い時期であったため、：底的に十分な結果は待られなかった

が、魚礁と「平地JC魚礁のない務所 漁業者の呼称〉における集遊状況は次のと

おりの差違が認められた。即ち、魚織は平地に比べて魚種、漁獲量ともに上回っている。

また、魚礁と平地の魚縄を比較すると、第1表のとおり魚礁で漁獲されたもの9種類、

平地で漁獲されたもの 2柄類、魚礁と平地の両方で見られるもの 11極類であって、魚礁

で撫獲される魚類は概して経済的価値の高いものである。

事 単位漁具当り漁獲量（京lj網 1抱当り〉

項 魚 種

尾 数 重 量
調

査月 魚 礁 平 地 魚 礁 平 地 魚 @[ 平 地

月 種 積 尾 局 <J <J 
7 15 12 1.2 1.5 186.8 108.4 

1 0 14 6 1. 2 0.9 123 .9 77.9 
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第 1表

魚礁で漁獲されたもの

メノミノレ、 アイゴ、 クロタ．イ

コショウダイ、キジハダ

ゴンズイ、ウマヅラハギ

イシダイ、カサゴ

魚礁と平地の魚種の比較

平地で楠獲さ

れたもの

エソ

アジ（小〉

-11 o-

魚礁と平地の両方で

漁獲されたもの

カレイ、アイナメ、ウミタナゴ

マダイ（小〉 キス

クラカケトラギス、ネヅミコチ

カワハギ、キユウセン

フグ、オコゼ



自I}2波の 1 )!!IJ 網による調査結果

c 7 . 1 s . 1 9 s 9 :wrn' 
間査絡所 時間1

）史（I拡ii I丙 E望 物
単位if!tJt 

のfit:fr侃燃 j'.'( l同位 i注 i空品前市中引年をH~ tJV・( アイナメ ウミタゾ・コ .,,,,, ，－：ヲ 7イゴ ノドク・ザリ Fログイ オヨゼ キ旦
コγコウ

ヲグ
Fラカゲ キ＇，｝，-.P 且ソ マダイ アジ イヵ Zト 当fl,¥ぱl及11巴赴〉(j包〉 グイ トラ,i-：ス

I I中 の 官盈
l品hoom 

18 11/'il 3凶 5 ）当 3 ，苗 2 I品 I HI I／芭 2 K¥ F芭 F芭 m 1-t¥ 1芭 応 応 用 陥 i応 29陪 I ,6 I呂
～'R!BhO日立 0,07叫 く9721) ( 71011) ( 2701) C 12 ft) (310 :,) C 23!7) 0,172の〈 のC のC 'l) ( ?) ( ?) C 7) C ?) C 9) C >') (480のC 5,1479) ( 285.？の

II j l1!! 際 18 
10 IS o. a .fl¥ の // 

C 980 ) C 324 ) C 90 ) C Jo ) 仁 23 ) C 141) C 1,594 ) C au  ) 

m＝御 tliの塚 1611 oom 
II 6 J s 3 21 l.9 

及び近捺地の燦 ～笠BhOOII C m)  ( 324 ) ( 126 ) ( 23 ) 。，930) C 423 ) C ss ) (140) C 4,909 ) ( 446.J ) 

II/：御技j の嫁 5 
4 

1 1.1 .. 
C 392、( 324 ) C 586 ) C 141 ) CI ,443 ) (28B.6 ) 

V) " a 
4 2 ？ 0.9 ,, 

( 98 ) C 568 ) ( 282 ) C 948 ) ( 118.S ) 

!cl!! 、I: iP 紡の線 Sh oom 
JI 

4 6 8 4 7 2 I JJ I.I 
－及び地縁近 f産 ～！Ot咽or.i 0.29 6 ) C 216 ) C 184 ) C 564 ) C Jes ) ( SJ) (106) (ISO ) (2,954 ) ( 9S ,J ) 

／／  91 
32 10 12 4 9 II 8 II a I 2 I 11 Z 1.2 

( l,136 (3,240) 0,70! ) ( 360 ) C m ) (370 ) C 253 ) n,6ss) 0,551〕(HO) (140) ( SJ ) (106) (I SO ) (480 ) (16,995 ) ( 186.8 ) 

回 16h OOm 
24 

12 I 2 18 0 .8 
～境問10田 (1,176 ( 32得 ) ( 72 ) ( 141 ) ( 55 ) ( 53) ( 1,821 ) ( 75.9 ) 

平ー N 1 2 6 0.9 Q 

C ?8 ( 142 ) ( 36 ) ( 23 ) Cm  ) ( SBI ) ( 83 .o ) 
v, 6 2 J o.s ，， 

C 98 C 2s1 ) ( 382 ) ( 63. 7 ) 

¥I 5h OOm 
20 4 9 12 2 s 34 I. 7 

～1011｛白羽 (1,296) ( 324 ) ( 276 ) Cm)  cm)  ( 53) (Joo) (2,806 ) ( 140.J 〕
品江 ¥I. 4 5 

8 15 SJ 2 II 4 96 2.1 ． 
C 98) (2,592) C 540 ) (1,219) C 202 ) ( 605 ) ( 53 ) (56) C 1a ) (5,463) C 12u ) 

,j、 irr ／ 102 
IS 13 J 27 66 1 17 2 I 4 157 t .s 

(1,470) (4,212) ( 426 ) Cm  ) 。，518) C 987 ) C 935 ) ( 53 ) (106) (JOO ) (56) ( 18 ) (ll ,OSJ ) ( 108.4 ) 
・合 昔ト ／／  193 47 1.3 ts ,i 36 77 8 IB 25 2 4 4 269 13 

4,606) (7,452) (2 ,,130) (360 ) Q,296 ) (370 ) (1,771 ) (4,688 ) <iSJ8 ) (1,315 ) (140) (106 ) (212) (ISO ) (JOO) (56 ) ( 18 ) (ISO ) (28,018 ) C 14S.3 ) 

全長（mm) 145 272 I iO 146 IZ6 119 260 110 

／ ／ 310 
制作の大きさ ～270 ～l!O ～230 ～1 88 ～182 ～l削 ～375 ～240 

｛宇 m (fr) 50 250 100 60 lO 20 2申0 40 

／ ／ 370 ～330 ～500 ～200 ～120 ～ 80 ～ 30 ～900 ～270 

〈注） 1. 魚般に f査も近怨した「平地」で治浸したものは使 ii:上、魚礁で fA~ したものとみなした。
2. カツコ J"J の 7立 f:t （ ~r) iJ;各？1t.なの司EJ;.J[.::I立に賂散を衆じたもの。
3. Iから VI！三枚問、 ¥1.¥ll!t-lt；司を｛宣 Ill
4. 事•im.,-, 11巴は r1J1 m、H •r 2日比である．
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第 2表の 2 京lj 網 K よる調査結果

(10.29.1958 阿賀〉

的宝E 坊所｜時間 使用：（¥¥JI, 舟t !;Q 物 単位ぬJt(l抱）

魚百：耳 投l:ill手間
数Ct巴〉 カワへギカレイ ベラ ？＇＂1イシダイ町長f 紳ゴオコぜ仲すマダイ Fログイケ雪フグイカガザミ E十 当りぬ穫量のお無投網 f立殴 錫抑制司

20 1'l, 2賂 i局 I／毛 1昆 l尽 局 隠 信 尽 R, 尽 陪 尼 m 26 A品 1.3隠
I . 1,1, の lf聖 20 

I5h 00 m (2,000:7) C 116~ ) ( 4W) (1699') (200の ( 『） C fl) C 9) ( '1) ( fl) ( 9) C 2,593) C 129.7) 
官l 一一ーー

4 0.1 
H’t也 の 主主 19 

C 400 ) C 1s ) (169 ) 〈 617 ) ( 32.2 ) 
～ 

j:Ji. の 官主 17 2 2 3 2 I 30 l.6 
m 19 

（ヨ＇／？リート王，~） CI, 100 ) ( 176 ) (169 ) C 160 ) 仁600) ( 150 ) 。38 ) ( 75) ( 3,368) ( 177.J) 

。御坊の嫁 13 4 I 22 1.7 
q主 Iv: 翌 8hJOm IJ 

(c,yグリーほめ (1,300 ) ( 88 ) ( 48 ) ( 320 ) cm〕 (IJ! ) ( 2,225 ) C 111.2 ) 

／ 51 5 J 3 6 3 2 2 85 l ,2 
ltt 71 2 

(5,400 ) C i4o ) C 144 ) (507 ) ( 200 ) ( 480 ) ( 600 ) ( 150 ) (676 ) C 1S) (131 ) C a, 798 ) C 123.9 ) 

． 26 2 J 32 (i.8 
V：平 j'Jl ShOOm 38 

(2,600 ) C 96 ) (240 ) ( 2,936) C 77.J) 
平 ～ 

27 2 J 34 0.9 
¥I[ ,, 9h 3 0 m 39 

(2,700 ) ( 176 ) ( 48 ) C 240 ) C 7S) ( J,063) ( 78.S) 
地

／ SJ 2 3 6 66 0.9 
計 77 

(5,300 ) C 176 ) C 144 ) ( 480 ) C 75 ) ( S,999) C 77 .9 ) 
」ーι『『ー悶ー 一一

1/ 107 7 6 3 12 3 J 2 ISi l.O 
4日'.>. 去t 148 2 。O,700 ) (616 ) (288 ) (507 ) (200) C 960 ) C 600 ) (225) (676 ) C 1s ) (lJl ) C 14,797) ( 100.0) 

120 160 155 205 120 200 120 270 
／／／  全長（mm) 200 190 190 

～195 ～270 -1官。 ～230 ～210 ～260 ～175 ～300 
魚体の大きさ ー一一一 一一一一 一 時 e・一一 一一

／／  
3 7 37 JO 180 30 150 56 JOO 

体 ifl (9 r) 200 1S Ill 
～190 ～242 ～ ao ～240 ～170 ～263 ～135 ～375 

Ctlo) 1. 2主主Eにはヨソズイ、カサゴ？ イヵ、ガザミは含まない。

2, 刺 t.i11:t.全郁三牧i河を使用
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なお、従前の調査（一本釣によるぬ段羽賀、 flfl取ね査など〉今回の京IJ網による調査によ

り明らかにされた集遊魚類は次の 31怒である。

マダイ クロダイ〈チヌ〉 コショウグイ〈コロダイ〉

イシダイ（ハス〉 スズキ ボラ アジ イトヒキアジ

サパ カマス イサキ ヒメジ メノミJレ キジハタ（アコ〉

アイゴ カレイ ウミタナゴ アイナメ〈ポウチョウ〉 エソ

コノシロ カサゴ（ガシラ〉 ゴソズイ（ウグ〉 キスぐキスゴ〉

クラカケトラギス（トラハセ・〉 コチ ネズミゴチ（ガツチョ〉

オコゼ フグ ウマヅラハギ カワハギ〈コウベまたはハゲ〉

キユウ子 γ （ベラ〉

（注〉 括弧内は方言

4. 芳生生物と祭遊魚類の餌料生物

魚礁に治生する生物は、フジツポ類が最も多く殆んど全笠簡をおおっていて、それによ

りできたι事京にホヤ類、 ヒトデ類、多毛羽‘小型エピ、カニ灼等が生息している。

これら若生生物の季節による変化を春夏季と秋季についてみると、経mに大差ないカミ

量的には秋季当主春夏季に比べてヒトデ類と小型ェピ、カニ類が多く、ホヤ類が少ないよう

である〈第5表参照〉。

一方、魚礁及びその周辺に集透する魚類のnの内容物を詞べたところ、前記の小型生物、

特に多毛気エピ、カニ類が多く摂取されているのを認めた（第4表参照〉。

このように魚約亡着生する生物と築遊魚類の餌料生物に同じものが多いことから、魚礁

は魚煩ι とって単にかくオ~、ひそみ場所となるだけでなく、そこに着生する生物が魚類

の餌料として、それらを誘致、滞留さすのではないかと考えられる。
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第 5 表

｜誤認のf毛頭堅企ミ持議テ iフジツポ涼｜ホ十鼠｜ヒトデ摂｜多毛婿将日 明〈ぷト＼

魚礁

型

羽

小
カ

4・2 ll型；上回｜＋＋＋＋

19ss 11話；側聞I++++ 4・十 十

＋＋  

十＋＋

十＋

＋＋＋ 

10 • 3 I 

I.子地．伺

0) : // 

嫁 r

// 

間 ＋＋＋＋ ＋ 

＋＋  

＋ 

十十

十十＋

＋＋＋ ＋＋十）
 

N
 

l
 

＋＋＋＋ 

＋ ＋ 十＋ ＋十(S) ＋＋＋＋ 

＋ 

＋ 

十

＋ 

＋＋  

＋＋＋ 

＋＋  

＋＋＋ 

AMMV 内，h－
 

F
A
U
 

1958 ：上

自： •'!J 

坊：
d’ 

の
庁

塚
／，・’ 

(E) 

(Vr) 

＋十＋＋

＋＋十＋

＋ 

十＋

十

十

＋＋  

＋＋  

＋＋＋ 

十

十

＋ 

＋ 

＋＋＋ 

十＋＋

＋＋＋ 

＋ 

＋＋＋ 

＋＋十

＋＋＋ 

＋＋  

＋＋＋ 

＋＋＋ 

＋＋  

十＋＋

＋＋＋ 

1957 

i司 ＋＋＋＋ 

＋十＋

＋ 

＋ ＋＋＋ 

＋＋  

＋十

州
国
同
一
同
一
川

＋＋十十

＋＋＋＋ 

＋＋＋＋ 

＋＋＋＋ 

目（1)

f,} ・ (2）資
’一一一一料

魚市） 写
I！礁： (4) 

＋＋＋＋ 

十＋＋＋

＋＋＋＋ 

! ++++ 

＋＋＋ 

＋＋  

〈注〉 1. 上記はコ γ タリートブロックの笠間3Ddを定丑採出したものである。

2. 「＋＋＋＋Jは特に多い。 「＋＋＋Jは多L、。 「＋＋Jはやや多い。 「＋」

3. フジツポ）支が.f空白哲であるが採誌のとき致を破壊したものが多いので個体数

4. rr,:J ( E〕J「何「 w)J等と aふるのはつソクリートプロック壁湿の京西．
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の汗生々物

担
を貝類

エピ類

＋＋＋ 

＋＋＋ 

＋ ＋＋＋ 

＋ ＋＋＋ 

＋ ＋＋＋ 

＋ ＋ ＋＋＋ 

＋ ＋＋＋ 

＋ ＋ ＋＋＋ 

＋＋＋ ＋＋＋ 

＋ ＋ ＋＋＋ 

＋ ＋＋＋ 

十 ＋＋＋ 

＋＋＋ 

-r- ＋ 

＋ ＋ ＋ 

＋ ＋ 

（！少い、 すピヨミわすH己号

はt;:I.Hできなかった。

南北の罰を表わすD

句・－

二枚貝穎 守一｜ ウニ煩 … コケム

＋＋十

＋＋＋ ＋ 

＋＋＋ 

＋＋  

＋ ＋ 

＋ ＋ ＋ 

＋＋  

＋＋  

＋ ＋ ＋ 

・一

＋ 

＋ ＋ 

ー「 ＋ 

＋＋＋ ＋ 

＋ ー「

＋＋＋ ＋ 

十＋＋ ＋ ＋ ＋＋ 
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~} 4 表 集遊魚類じと

I~畏
7. 1 5. I 9 5 8 

キス カレイ クロダイ ユソ タウナゴミ メ／~｝レ キジハタ アイゴ アイナメ オコ4

1 0 2 8 l s 3 7 9 

フジツポ釘 ＋ ＋ 

ヒ ト デ窺 ＋＋＋ 

タ,h 毛 1ヨ＋→→ ＋ ＋ 

種
小型カニ~｛ ＋ ＋ ＋＋十

小型ェピ獄 ＋ 

ダt..J会 只 釘
＋ 

二枚貝奴 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 

小魚
＋ ＋ ＋ （｛主演不明〉

類
ニ乙 ピ 〈餌〉 ＋ ． 

イ カ 類 ＋ ＋ 

海 一渓 ｝ヌ ＋ 

怨 ,5j!J 不能 ＋ ＋ 十 ＋＋ ＋ ＋ ＋ 

f占 1支 状 3 

殆んど空虚

ク」bー 皮 2 7 
‘ 

（注〉 1. 「＋＋＋Jは多い、 「＋＋Jはや L多い、 「＋Jは少いを表わす記号、アラピヤ数

字は魚の尾数

2. C鑑別不促！とは消化がなかば進んで種類の訣別不能なもの及び出現数が稀で且つ

種類の鐙別し得られないもの。

3. 「約賀状Jとは胃の内容物が消化され粘液状になったもの。 ［殆んど空虚」は若干
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日 CH~; ）の F1ヲ容物

ケ包1；.シヨ；ドシダルロダイ！フグ

斗」
ベラ ｜カワハ手 カレイ

I 9 

＋ 

． 

＋ ＋ 

＋ 

！＋ ＋ 

＋ 

＋ 

1 9 5 8 

2 

「十一－-1 

十十斗

マ引でFtベラ

ー寸－「一一
3 

十 ＋ 

＋
 

1
1
l
i
l
i－
－

1
1
1
 

t
i－
－

寸

1
1
1
0
1
1
1
1
1
1
1

＋ 

＋＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 

9 2 

＋ 

1 8 

1 7 1 j 7 

残在しているカ殆んど目内が空虚に近いもの。 r~r.LJ t土円内が全く空虚なもの0

4. 円でど欠く魚沼の肢の内容物を詞ベた。
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5. 潟業状況

3 3年4月か‘ら 11 月 1主での厄侍古2よ、己における魚~~さ荊Jf百j魚業の符

万円で例年を｛土るカ、に上回つている（第5表参照） o

さらにこれの内訳をみると、 ~1J紙：t例年を上回り、一本釣は下回っている。一本釣が不摂

であるのは、 「滋合」として多く出漁したが漁忠商カ瀬告されず、また一部のものが、 「コ

ウベ箆JCカワパギおとりrn）に従！fしたからであると考えられる。

なお、低合を沼じた遊的のLl：＼漁隻数は5月中旬から 11月上旬までに「小もの釣U2 7 4 

隻、 「大もの釣」 39 ！立で、純合を通じなかったものが「小もの釣」 25隻、 Cたもの釣」

で20隻位あるものと推定される。

また、潟fQ高の年次推移をみると、年間給漁獲高；士年によって出初日数に変WJがあって、

一定の傾向は認められないが、 1笠1日当りの単位漁妥高は年々増加の傾向にあり、こtu土

京lj網の潟猿増加によるものである〈第5表及び第3図参照〉。
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第 5 ;!,! 魚 煎利用漁栄の漁獲高

除： 出 !tli 漁猫 l1l :£1: l悠 1日平均漁f量企 if.¥ 岱

Ms日 l!. 歓 t立 金 tA 数 主主 会 制 ι 守ダイ タロタ.1 Z ズキ キ ジ ハ タ メ バ ）＼， カワハギ カ ν4 イ :tJ その他

3 0 t , o 2 sf 8 J 2持 I,SH.a'"' Bf" I 4 7伊 3(!18 2 J d'5 5 fl> 22r 13 f6 J,22fl I, 0 d'" 1,346'< 2, 0 I主召

非日
J I 5 I 4 5,730 7 8'. 5 I I • 1 I• 5 2 0 1 g 6 8 0 I 8 47 2 8 1 , 2型6 1 , 1 a 4 I , I 8 8 I, 2 6 5 

骨判
J 2 4 6 8 s,6S4 9 3 6 • 6 I 2 • I I, 9 8 0 2 2 49’7 I I 2Q I S 1 , 5 2 7 8 6 4 I, 5 B 0 I , I O 4 

J J I , 2 2 8 I 9 , 7 4守 22 ,"72 0 • 2 1 6 I 2, 2 I 5 5 0 I, 3 0 7 2 7 I O 2 4, 6 0 6 2, 9 8 5 J, 9 34 6, 7 3 7 

一 3 0 l J J 6 3 2 I 76. 4 4 8 I , 3 2 o q IO I 42 5 I 9 5 7 。 s 。 I 3 

3 I I I 5 5 9 2 I 44 • 7 s. I I, 2 5 0 q I 5 7 J 8 4 2Q 、 。 。 。 2 
本

3 2 6 4 J J 9 I o 7 • 2 5. J l, 6 7 0 l 3 3 6 2 6 2 。 。 3 。 2 I 

釣
3 J 2 6 IO J 44 7 4. 0 I, 7 I 9 。 l 0 9 3 。 。 。 。 。 。

その他 3 J 2 I l 2, O 7 6 2 5 0. 5 9. 8 I, o o O 。 。 。 。 。 2, 0 7 6 。 。 。
3 0 I , I 6 I 8, 9 5 6 1,115.4 7. 7 I, 45 o 39 3 3 I 4 7 9 2 48 I 8 8 3, 2 2 I l , 0 7 3 l, 3 4 6 2, 0 2 5 

総

J l 6 2 9 6 , 3 2 3 9 2 9 • 2 IO. I I, 41 O 2 g 8 3 B 4 0 3 7 7 3 7 I , 2 9 6 I , l B 4 I, I B 8 I, 2 6 7 

J 2 5 3 2 5 , 9 g_J 1,037.9 11 3 1, 9 5 0 3 6 5 34 2 7 3 3 I I 5 I, 5 2 7 867 1 , 5 BO I, 126 

:n 
3 3 l 4 6 5 , 21,928 J,015,4 I 5. 0 2, 0 5 B 5 0 I, 3 I 7 I 2 0 I o 2 6, 6 B 2 2, 9 8 5 3, 9 3 4 6, 7 31 

問 1. 上表は 4月から 11月までの集計である．

2. 漁業町iUiのうちrそ白他 J とあるのはロウベ篠〈古手ハギおとり 1:1！）の ζ とである．
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第 3図 1日1隻当り平均漁独高
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要約

( 1）束lj網による詞査の結果、集遊魚の種滋主、魚町！？においては、 7月一 15程、 1 0 -1 4 

絡で、平地（魚礁のない場所〉では7月一 12種、 10 月－ 6初であり、また、 ~j絹 1 把

当りのぬまを畳は魚礁が7月一 186.8f'r、 1 0月一 123.99rで平地では7月一

1 0 8 . 4 g人 10月一 77 . 9 <J L 魚種、漁獲母ともに魚礁が多L、。このように魚

礁周辺における祭遊魚の種類は多いが、魚礁を段れてはみられないものと、他のり所にも

見られるものに区別され、魚礁に祭るものは概して経済的friii{1蹴：丙L、。

(2）魚礁周辺に於ける祭遊魚類は31 :fitが明らかとなったが、実際にはこれよりやL多いの

ではなL、かと思われる。

(3）魚礁に着生する生物の季節による変化を春夏季と秋季についてみると程頻に大差はない

が盆的には秋季は春夏季に比べて、ヒトデ矧と小型エピ、カニf；完が多く、

(4) 魚f~台』こ着生する生物と、 i足遊魚類の似料生1，方に向じものが多いので、魚礁a魚1弐にとつ

て単にかくれ劫・ひそみどj所となるだけでなく、そこに着生する生物が魚類の館料として、

-1 23一



それらを詩我滞泌さすのではなL、かと思われる。

(5）尾i『，担当先における魚！附則的i:tWJJt吸び一本釣で、 33年の総、漁獲高は 22トン・

3 0 0万円であり、例年をばらかに上回っているo これは京IJ網の漁政増加；・こよるものであ

{.) a 

¥6）過去4カ年のi魚住高をみると、年間総漁獲高｛士年によって出漁日数に変動があり一定の

伐向は認められないが、 1笠1日当り平均魚箆高！t3 0年一7.7 K,'1- 1 , 4 5 0円、 31 

年一 10 .1ιF 1 , 4 1 0円、 32年一 11 .3Ki 1 , 9 5 0円、 33年一 15.0瓦F

2 , 0 5 8円と年々的カflの傾向にある。

（担当 野中貞、宮本祐併、渡辺道臥元木秀男、沼口修〉

参ラ諺文献

1 ）日下部台次郎 C 1 9 3 6 ) 

2）大島若手段 (1954) 

3）水産庁 C1 9 5 6 ) 

4）水産庁（ 1957)

5）大阪府水試 C 1 9 5 9 ) 

〔瓦〕投石詞査

人工祭じ~＇・こよる沿岸漁業の授奥

水産研究tt 3 1 (4) (5) 

祭政について

7｝（日g増K;'i波書 .tfG:4 

法j匁立Jfil,:l発事栄及び同事業効果詞査報告汚

(f!.\f~；：設t:1卒業〉

浅海増苅開発事業及び同事業効；fミf苛支報告書

CJ）除設住事業〉

昭和32年度つ史阪府71'試？’会務報告

昭和29年度以降国の浅海増結開発計図に芸き当府におし、てもこれら事業の縫進に着手し

たが‘このうち投石による築百事業ば昭和32年度から開始し、 32年度は60 0立方メー

トノレ 33年度は 1, 5 0 0立方メートノレの投石を府下南部沿岸地先に行った。

これら投石による水産生物の増殖効果は事業実施役立ちi’こあらわれるものではなく、又一

年のみの調査によって云々すべきものでもない瓜投石漁坊の実態を把握すると共にその経

済効果を予測し、今後の域指対策のrtとするため詞査を実路した。
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調査方法

投石事業は 32年皮より実施したので、これにともなう効果詞査を 32年～33年の問に

行った。詞査地区l士山1p回I淡輪地先的拐を選ひ（71(1宝庁の示された西日本用浅海i許殖効果判定拭

験方法・を会考として災施したg

なお築mt気？主

これらの訂査方法を表起すれば次のとおりである。

！？寺
n
H
H
 

割
引

r
ノJ 法

投石前の汀主

3 3年4月 E主 高｜持問主回とし4 間取…

しTこo

// 4～8月 10 対象的の繁殖 ワカメ、テソグサを毎月採集して胞子形成

時期 の代践を観祭した。

3 2年 ｜環境行査

4～1 D月 10地先制調の作｜間取り及びF蜘祭により作成

成

1～ 1 0月 0 7k温、比重観測｜ 毎月一回開i]

3 3年 投石作業後の詞rt

3月 。投石状忽及び投 潜水続察するとともにその都皮芳生生物を

石地の先生生物 採取した。

3～6月 10 投石地附近の生
｜全 上

物組成

2～9月 lO 抑制近の漁｜地元凶の仕切伝票及び開取りにより結

獲高及び漁業紙 しずこ。

2～9月 10 潟獲物の処思 地元組合より間取りを行うとともに関係者ー

の資料を参考とした。
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調査結果

1. 自然的環境

月

日リ

2 

J 

4 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

淡輪地先は古くから築関カ市われていて変化に宮み、多話例援のオく産生物が也息して包め

て良好な浅海漁りであるo

淡~：t清白色漁羽の自然的環境を海洋f_'tffilJ並びに潜水等により調査した結果は次のとおりで

ある。

( 1 ）水混比重観誤i陪果

祭政附近におL、て毎月一回羽隠した71＜混及び比設は第1表及び第2図のとおりで7J<ffi1

l土9月に最も高く、 2月に最も低いが、比定は8月U置も高く 10月に最も低し、。

第1表 水混比定観測結果

W.1 深水
水 混 〈℃〉 比 霊 く（｝ 15) 

査 観測地点

日 (m) 表問 5 IDJ守 底悶 表層 5 m周 底！ヨ

9 14 11.9 11.9 12. 3 23.60 23.60 23.90 

to 11 9.6 9.8 10.5 23 .10 22 .80 23.70 築磯に近接

10 11 10.6 IO. 3 10.4 24. 70 24.70 24.70 する定綜観

7 12 14 .1 12.9 13.l 24 .10 24.50 24.70 担I}

7 7 16.8 15.9 15.6 23;30 23 .90 24.00 

一
2 11 20.5 17. 9 17. 7 :?J.70 23 .10 23.50 

8 6 24.9 一 23,3 23.70 一 23 .so 

6 6 26.4 一 26.0 26 ,40 一 26 .60 鋪I1~’こおけ

8 7 2 6.6 一 26.7 26.00 一 26.20 る伐ffi!J

7 8 23 .0 一 22.9 19 .30 一 19.70 

2 I ヲ 17.3 一 16.6 23 .25 一 22 .63 
ー

3 10 15.6 一 16 .2 23 .90 一 24 .32 I 

〈詮〉 涼 比立（σ15 ）（主 CJ！／のずもfirrより換算したものである。
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第2図 水温及び比重観測結果（毎月上旬〉

25 

¥/-1 比

重

f 
σ：5 

温
. , 18 

一二一刻コ

二一底ra

a

・、

°C 2 5 

20 

15 

1 Q I・

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12月

(2）海底の形状、成質（第 1図参照〉

淡輪漁港と淡的港（黒崎港〉との問の地先l土沖合に向って絹が延びており、コソクリ

ートブロック、投石等もこの瀬を中心に投入されている。

この淵の東側に「カレイ目Jと称する践があり、さらにその京側にiま明治末期頃地元
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のー漁民によって築かれた、 「太佐街門聞と1ケずる委理愛があるo

底質は淡約港西防波泥突如部附近ヵ、ら東側及び何i公・問防v:iJJ堤中間部から西側の浅海l土

砂fiで、これらのfHJの淡海はー特に{i~：・又は岩石ても‘おわれている。さらに 7 ～ 8m 以

深は全般に砂又は砂泥貨のほ貨となっているo

2. 投石状態

洲初出色は布i述の如く古くから地元部民tこよる投石が行われてきた結果32年度投石事

業実路前においても地先一帯の海底は従来よりの投石のため一回石で夜わ才い潜水地点で

は史にその上に5～ 10 K:Jlの石が散在していた。

( 1) 3 2年皮投石

7月22日兵庫県家島産の和泉砂岩（平均4OK1）を速七注目白にて定位置まで辺諸在し、

般を徐々に前進しつ L投入した。投入位慨は第 1図に示す如く広範囲I＇こ散布した。なお

投入前にワカメの遊走子による治付を行ったが、時期的に少し遅かった憾があるo

本投石のt:l布オば虫を潜水により観察したところ密なところで 1m tBl陥粗なところは5

～1 0 mに 1コ位の釘jで散在している。

(2) 3 3年路交石

前年同絞兵1$.民家島涯の和泉砂岩及び花尚岩を8月26日より 11月11日までの防j

iこ4回にわたり投入した。投入位慨は第1閃に汚すとおりで、前年』こ比し集中的に投入

した。ワカメの穏付は時期がおくれたので安施しなかった。投石狩混をその後の潜水に

より観察したところ第 1図の位位に散布し、ほ Y一室に敷きつめているが多いところは

5 0 cm～1 mの高さに積み重なっている所もある。

3. 生物組成

( 1）種類

淡t治~先における水産生物は多種にわたりその生息密度も甚だ高く浅海漁場としては

絶好の条件をそなえている。投石地及びその附近を？替7.K飢l;f及び標本採取により調査し

たところ海藻類、フジツポ奴ホヤ類、ヒトデ類、多毛煩、小型エピ、カニサ；込貝類、

ウニ、ナマコ類、イカ、タコ類及び魚煩がみられるが、このうち海渓領、ホヤ類、貝類、

〈訟〉 プラ γ クトソ・ベントス等については「魚礁詞査報告:JC 3 2年2月〉務現。
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魚類等の主な種類はつぎのとおりである。＊

海渓類 ： ヒメフジツナギ、フクロノリ、テγグサ、シオミドロ、ウミトラノオ、

ヤハズグサ、カヤモノリ、セイヨウハバノリ、ワカメ、ツルモ、ウスバ

アオノリ、シワヒトエグサ等、

ホヤ奴 ： マヤボ、サラポ・γ、キクイタホヤ、 シロポヤ罰、エボヤ、 ミハエノレポヤ、

ウロコポヤ、その他4む

貝 類 ： アワプネ、ツグチガイ、 ミヤコポラ、アカニシ、カゴメガイ、テングニ

シ、フデガイ、コ γゴウポラ、ナツメガイ、サ／レポウ、アカカ’イ、ベγ

ケイガイ、ホトトギス、キクザル、マツカゼ、アサリ、オニアサリ、ウ

チムラサキ、バカガイ、バパヵ・セ、ホソウスヒザラガイ、アワビ、サザ

エ等、

魚 類 ： アジ、クロダイ、マダイ、アイゴ、スズキ、メパル、キジハ夕、キス、

エソ、カレイ、キユウセ γ、オコゼ、コチ、ネズミゴチ、コノシロ、ア

プラメ、カワハギ、サパフグ、ショウサイフグ、シマダイ等

(2）分布

以上の各往生物のうち主たものについて、その分布w混及び生息密度を潜水により観

祭したところつぎのとおりで・あった。

（註 謂安地点lま第 1図参照〉

ぐ詫〉 ＊ iど涜奴、ホヤ説、貝気の同定は大阪市立自然宇持：t学物白 羽勝、

綴戸同！両氏の好誌による。
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地点 持査年月日 調 査
土K
r.a 果

33.3.19 

I ti l ,jl)'.:fj C駄 1山

これらの石に平均5～4株のワカメが若いており最多5

～6株、最小 1～2株である。

なお石の問にアプラメ 1g1を認めた。

2 。

この地点には昔の投石が一面に分布し、その上l'C3 2年

度投石が沈設され、多いところで 1m、少いところで5

～ 1 0 m に 1悶位の間隔で散在している。

ワカメは全長70 rn訟で 1m2当り 5～6株程皮若生して

いる。

3 // 

投石状態は地点2と殆んど同じで、着生生物はワカメが

1 Tlt当り 4～5tR-で、他にホγダワラ、 ミノレ、赤ポヤが

若干治生している。

4 // 底貨が泥まじりの砂で、赤ポヤ若干がみられた。

5 4' 

石が海底ー聞に散在〈約 12K,9，のもの〉しその問をフジ

ツポと砂が埋めている。 1Jl（につきワカメ 4 ～ 5~会（全

長0.3～2m中にはそれ以上のものもある。〉ホソダ

ワラ1TI3～4扶であり、この他にウニ、ナマコ、ホヤが

若干いる。

6 // 

この地点は沼お「句の上の人造問Jと呼ばれ、コンクリ

ートプロックの沈設中心地で海t:H立が多く繁茂し、 ワカ

メl工1担当り 5～6桧ある。またワカメ採取の形跡も多

L、。〈カマで切ったお；がある〉。
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ヤb 占.，.、：..，、、、 調定年月日 7司 査 結 果

7 33.3-19 

3 2年度の投石と認められるもの多く 1'7t！こ 2～3個散

在、着生生物l土1riにワカメ 4～5株ホソダワラ苅5～

6椋〈全長 1.5m位〉がみられる。

8 // 

比較的大きな石があり〈約4oK.r）ワカメはよく繁茂し

1 n／当り 4～5株である。

？ 3 3 • 4 • 2 
ワカメが 17.泊三平物4～5株〈部分的に 7～8株のとこ

ろあり〉全長は最小0.1m、故大2～2.5mである。

1 0 // 

3～4m間隔に石が散在これに 1株程度のワカメあり石

は砂中に殆んどt呈もれている。

1 1 // 4～Sm間隔に 1～2扶のワカメあり、アカモクが多いロ

1 2 // 1がに 1～2;TI のワカメ 1 ～ 3~あり。

1 3 // 

3～4m信ru：こ投石があり 1伺の石に 1～4株のワカメ

がついている。

己及びbl 33.6.26 

豆長4～gK_9{立の石が一面にありその問 10沼化 1～2

倍、 3 8～7 SK,9'つものが散在してL、る。

ワカメの：m徐が 1h杭こ！～2株程度あり、またアナアオ

サ、 ミノレ等の経渓多くテングサもまれにあるD

小アジ、アプラメ、カレイ及びナマコ等が多くい挺して

し、る。
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点点 調査年月日 W,,] 査
唱；I:
iN;i 果

1 m2；こ4ι，q{立の投石が 10～1 5伺あり、 5～10株の

テングサがついている。
c及びd 3 3 . 6 . 2 6 

e // 

f // 

g // 

h // 

これらのテソグサは距岸30m位を陸に平行して分布し、

黄色がかったものが多く赤みがかったものは少い。

ワカメの布株カ1少しある。

3 8～7 SK,v.t立の石が1沼奇こ 1～2飼あり 1個に平均2

～5株のテソグサがついている。

7k深3mまでに8～75Kiの石がー商にあり、カキとテ

ソグサが多く石 1個にカキは5～10個、テングサは5

～1 0株ついておりワカメの布株も散見される。

2 0～3 SK.1の石が 1がこ 10個位ありテングサとカキ

多し、テソグサは他地点に比し広範囲に分布し特に京織

の拾石 1げに20 0～3 0 0株ついている。カキは 17/t 

に当り 20～1 2 0伺ついているが小型である。その他

ミル、アナアオサが若干ついているo

4. 総業状況

( 1）概況

淡給地区における漁業を大zrnすれば、小型！お9底曳網、小型定ITT~湾、京lj網、タコイス壬

延~、イカおとり筒、一本釣、採貝採誌などの漁業であるJ

漁民総数ば25 0名前後〈うち組合員 10 6名〉で、 .3 2年度年間漁獲は37 5トγ

約4, 0 D D万円余を拐片Tている。

築磁を利府ずる漁業l主主として刺択、一本釣、採良、採涼漁業等で組合員の約半数が
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これに従事しているが京lj綱、一本釣等の状況〈尼崎地先〉については鼠穀「魚礁調査報

告JC 3 3年 2月〉にその大妥を記我したので、こ Lでは採貝採藻漁業のみについて報

告寸る。

(2) t・誌只f織拡散の概要

淡fi)地区の漁業者は多種の漁業に従事し、時期により漁業種類を替える者が多い。従

って採貝採渓ぬ誌も盛漁期には大多数のものが多少ともこれに従事する。

然し漁問中主としてこれに従事していろものは30名内外である。

淡泊における採貝採涜漁誌の主なものを挙げると、

ワカメ採取

テングサ採取

カキ採取

その他くナマコ、サザエ、アワピ、アサリ、ホヤ等〉の採取等である。以下これら泌

設の状況につき叡説する。

① ワカメ採取

淡t~1h先は府下でも最もワカメの漁窃に官み、水深3 ～ 8mの範囲で広い区域に分

布している。（第 1悶参照） o 3 3年における操業の実態はつぎのとおりである。

。漁 期 1月下旬 ～ 5月下旬

0 操業人民 35名 うち期i河内にワカメ採取を主設とするもの 15名前後

0 出漁日数 月 5日（上記全漁業者の平均〉

2 月 1 0日

3 月 1 5日

4 月 2 5日

5 月 1 2日

計 6 7日
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0 単位漁獲量 1日1隻当りの漁獲長は次表のとおりである。

月別 最 高 玲 低 告す豆（平均〉 v!ff 考

l¥,z i¥sz 1 

しso～1.:ri江売せず自家消費
1月 ワカメのたけ24～2 6cm 

2 7.5～1 I.25 2. 67～3.75 3.75～4.87 1～3月はカマ使用

3 37.50 11.25 18.75～22 .50 

4 52.50～56. 2 5 15.00～18 .75 26.25 4～5月はネジリにより採忍

5 18.75 1. 50～1.87 6.75 

注 ： 重責は乾燥品に換算

。販売価格

採取の初期1・こまさし、ては高価格であるが終期に近づくに従い低落し価格差が甚だし

し、。

平均価格は 1K,i当り生で 22円、乾燥品で 35 0～4 0 0円である。

なお乾燥品の歩留は生の 12～1 3 c/oである。

0 販売方法

採取したものを生でそのま L販売する場合と乾燥して販売する場合があり、前者

は組合の共販所に出されるが役者・の場合は個人ごとに貯茂しておいて由良、加太の

業者に販売している。

0 漁獲高

過去5ヶ年の漁獲量：土31年32トγ、32年 20トソ、 3 3年 50トγと増加

している。

33年における漁獲高の内訳はつぎのとおりである。

区 分 数金 金 昔日 備 考

乾燥品（侶人売〉 30,000 1,120,000 ワカ漁メ獲採丑取栄者C1s～16 K人pよ〉の平
均 18. 75～22.50 り算出

主主 （組合共販〉 18. 60 430,000 漁協の出刀伝票より算出

計 48.川1,550,000

注 欽託は生に換算した。
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旬別生ワカメ採取高と出漁日数第5図

日出漁日数

10万円

金

客百

一・一数量－ートー金額

七α1

3 
数

且円一

下
d

月

上
』

5

上中－下

4月

上中下

3月

下
’

戸
同
月

中
』

2

なおこのほか自家消校したもの、他地区からの入漁者による~9f;足立並びに密漁者

（主として俳人の海女〉による摂取E：等が相当多長に上る見込である。

テングサ採取

テソグサの繁殖帯は水深4m以浅でワカメの岸側に分布し特に防波堤の捨石等に密

生している Uf11図参照〉。

近年における操業状olはつぎのとおりであるo

① 

2月上旬～8月末

2 0～3 0名

平年50～ 7 0日C3 3年は側格暴落のため操業日数は半減した〉

2s 

内

~高 1 4 0～1 6 OK,9'. 

3 2年までは 3.75K字当り乾燥50 D～6 0 0円〈歩旬20 '?'a) 

を終持していたが33年は全目的に寒天約出不授のため原藻の価

格も暴落した。

3 3年の設問倍：土 530円（ 4月〉、最低ば 25 D円C6月〉で

迎ドの来日間土数午前 1,00 0円を超えたことがあったが最近寒

天の約出不振等；こよりほ藻価格は下降の傾向がある。

然しながら、長低4C O FJ以上でなければ漁読者は位の漁業に従
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操業人民
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単位漁獲託
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0

0
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販売方法

）漁獲 高

カキ採取

事する方が有芳ljであるのでテングサを採取しなし、。

すべて個人売で、乾慌のうえ買取に来る兵庫県（由良〉の仲良人

に販売している。

過去5ヶ年の漁獲fまは大した変劫なく年間生約 20トγであるo

カキは投石漁場－i/!rに分布しているが、その採取ヵ~1n百行われているのは第 1 図に

ミすわづかの範囲に限られている。

近年における操業状況ばつぎのとおりである。

〉漁 期

コ操業人員

コ操業日数

コ単位漁獲丑

コ販売価格

:) 1読売方法

0 漁獲高

）その他

1 2月上旬～5月下旬

2 0名前後

年により不同であるがよく海の澄んだ日を選び出漁する。

1隻 1日当り 10 0～3 0 oK,i 

3.7 5K泊り 30円前後

組合の共肢を通じ地元仲買人に販売しているが、土産物等に個人

売りする場合も多い。

3 1年 11, 7 0 0 K_v, 3 2年8,40 OKtで毎年 1D℃o n 前後を

水揚している。〈但しこ才U主他の地区への入漁による漁獲も含ま

れている。〉

以上のほか地先投石澱坊で採取されている主な水産生物は前述の釣、京tj網、定置等

による魚筑イカ、タコ1立を別としてもナマコ、ウニ、サザエ、アワピ、ホヤ字多種

にわたり、いづれも地~存紹漁業者の漁獲の対象となってし、る。

約

炎論地先は古くから祭磁が地元尚氏により行われていて臨めて良好な‘浅海淵坊であるo

二のぬ坊に生息する生物は多種にわたり、叉生息fr;皮も刊し‘0

これら漁場を利用する漁業の主なものは事lj柄、一本釣、係貝、採M等で、組合員（ 106

〉の約半数がこれに従事している。

さらtこ採只採藻漁業についてはぬ問中主としてこれに従事するものは 30名内外である

、他の漁業'ifi・もE納期l・こは多少とも従事する。
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(5) 3 2、33の両年度に行った投石地はワカメ、テγグサ等の着生が特に多いとは認めら

れないが、これは投入時期の閃係で、 34年以降に期待できるものと思う。

¥6) 3 3年の淡草ft±必tiこおける漁泌物中ワカメ［土、 48 8ト：／ C 1 5 o万円余〉テソグサは

約2Dトン C4 o万円〉カキは約 1DトンC8万円〉が水揚されているo

(7｝祭政の利用！＇ti分に行われており‘多種の潟獲物があるがこれの販売又は加工につL、て

は関心がうすいようで不利な価格で販売されていることが多＼..＇ o 今後この点を研究己知子す

ることによりぬ宗収入を廷に一段と増大し得るものとJ思う。

（担当 野中貞・宮本拍扮・渡辺道郎・元木秀男・沼口t主）
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